別紙様式１

福島県専門家活用経営支援事業
（生産性向上推進枠）相談票
	記入年月日
	令和　　年　　　月　　　日




１　企業概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　貴社の概要を記載してください。
	事業者名
	

	所 在 地
	郵便番号
所 在 地

	業　　種
	

	資 本 金
	　　　　　　　　　　　円　　※法人である場合

	従業員数
	　　　　　　  人

	御担当者
	所属部署名
職名・氏名
連　絡　先　　電　話：
　　　　　　　メール：

	主な事業内容
	








２　生産性向上に向けた状況等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）生産性向上に向けた貴社の現状と課題を記入してください。
	





＜現状と課題の記載例＞
・人手不足により従業員に残業させながら対応している。子育て世代の従業員もいるため、離職防止のためにも、生産能力は維持しつつ残業時間の縮小を図る必要がある。
・原材料高が続き、利益を確保するために価格転嫁を進めているが、他社との価格競争で不利にならないように生産性を高めたい。
・製品改良や新商品開発を社内の既存人員で進めたいが、従業員が開発等に従事する時間が無い。
・既存商品の売上が好調で生産を拡大したいが、人手不足で従業員を増やせず、増産ができない。

（２）貴社が生産性向上に向けて、検討している、又は検討したいと考えている取組項目について、重視されるものを選んで「○」を付け、その内容を簡潔に記入してください。（複数選択可）
	○印欄
	取組内容
	検討されている取組内容を簡潔に記入してください

	
	５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）による作業の効率化
	

	
	動線・レイアウト改善による作業の効率化

	

	
	業務手順・プロセスの見直しによる作業の効率化・最適化
	

	
	機器・設備の新規導入・更新による省力化（作業時間の短縮等）や生産能力強化
	

	
	機器・設備の新規導入・更新による省力化・効率化とサービス向上
	


	
	事務管理（勤怠、給与、会計等）のＩＴツール・システム導入による作業効率化
	

	
	顧客等対応事務（予約、会計、受発注等）のＩＴツール・システム導入等による作業効率化とサービス向上
	

	
	その他


	



（３）生産性向上により得られる成果をどのように活用したいかを記入してください、
	




＜成果の活用の記載例＞
・作業効率化による従業員の残業時間の縮減で、労働時間短縮と賃上げに取り組み、従業員の働く意欲を高めたい。
・生産能力向上で増大した利益を商品開発・改良の予算に当てて、さらなる成長を図りたい。
・機器導入による省力化で余力が生じる労働力を人手不足にある営業部門に回して、売上拡大につなげたい。

３　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本相談表により専門家派遣を実施した際には、専門家による支援の経過及び成果の情報を申込先の支援機関、福島県及び公益財団法人福島県産業振興センターが共有すること、また、成果情報等を生産性向上の取組を普及するための事例集等に掲載する可能性があることの了承が必要となります。

	上記情報の共有等を了承します。
	（○印をつけてください）　　はい　・　いいえ



